




最先端の技術を使って 
暮らしに新しい便利さや楽しさを 
ビジネスに創造性や高い生産性を実現ずること。 
それが、人と技術の理想をめざず 
日立の「インターフェイス」の願いでホ 


Interface 

インターフェイスは、、、人と巧術の i ま想、をめざす"日立のスローガンです。 
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した。この結果、中画が銀メダル、 
タィペィが銅メダル、日本は第日 
位となった。 

日本ハンドボール協会は、後日 
この AHF の決定を不服として抗 
議書を送っている。 
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第 U 回アジア競技大会は、全競 
技に於いて威信をかけた中国の圧 
倒的強さを誇示した大会となった 
が、運営面では穗々の無理が生じ 
て全体的じ沢山の問題を残して終 
了した大会でも あった。 

中でもハンドボール競拔に於け 
る女子の順位決定方法については、 
国際慣行から離脱した、言はば 
"チャィナルール"の適用を主張す 
るといぅ誠に不可解な方法で混乱 
を招き、それを抗議するも警官隊 
の動員にょり阻止するとい、っ未た 
かって例のない事態を引き起こし 
てしまった。この煽を食った日本 
女子は、国際ルールなら3位であ 
るべきところ 5位といぅ不本意な 
順位に甘んじ、この裁定を不服と 
した日本協会は現在アジア連盟と 
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国際連盟に抗議の手続き中である。 

そもそも大会当初ょり、順位決 
定方法が不明確であったため、再 
一二にわたり大会本部に「おパーセ 
ントルールの適用」と「延長戦の 
有無」について確認し、幾度も 
「巧パーセントルールの適用」と 
「延長な し」 の回答を得ていた。 
したがって、日本チ i ムの スタ ッ 
フは当大会の順位決定方法は、園 
際慣行の予選リーグの順位決定方 
法の採用と理解し、台湾戦を迎え 
るに当り、 3 位を確保するには 5 
点差从上での勝利を目標にしたミ 
1ティングを行なって試合に挑ん 
だ。ところが試合が引き八刀けとな 
つて終了し、選手全員が肩を落と 
してロッカールームに引き上げる 
と、 驚くことに 大会本部 員と レフ 


第 U 回アジア大会は、9月が日 
から W 月5日まで中国*化京で開 
偃された。 

今回の大会は、8月に イラクの 
クウ卫1卜侵攻に伴い、イラクを 
大会からしめ出して開催され ると 
いぅ政治の影を落とした太会とな 
ったが、ハンドボール競技は、男 

女各6か国が参加してリーグ戦で 

巧なわれた。 

男子では、日本は初戦でライバ 

ル韓国とが戦、1点を争ぅ激しい 
試合の末惜しくも敗れ、第2位. 
銀メダルに終った。金メダルは5 
戦全勝の韓国、銅メダルはサウジ 
アラビアが獲得した。 

一方の女子は、やはり韓国が圧 
倒的な強さを見せて金メダルを獲 
得した。日本は今一つ調子に乗れ 
ず苦しい餓いをつづけ、最終戦で 
銅メダルを賭けタイペイとが戦し 
た。この試合のでいったん試 
合終了かと思われたが、大会本部 
が延長戦を指示、延長で日本がの 
I 巧で制し、日本が銅メダル獲得 
かと思わせたが、翌日アジアハン 
ドボール連盟 (AHF) はこの延 
長戦を無効とし、引き分け試合と 


アジア大会を振り返つて 

総監督•巿原則之 


第；：：回アジア大会 


韓国がアベックで金 X ダルを獲得 
曰本男子は銀 X ダル、女子は第日位 
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男子 コーチ 
喜井美雄 
(本田ホ支硏） 


巧ホコーチ 
蒲生晴明 
(大同特殊 銅） 


夕子監督 

緒方闆雄 
(大和銀行） 


男子監督 総監督 

津川 昭 ホ原則を 

(湧永製薬） （湧永製薬） 






GK @ 

巧吉哲男 
(大同特殊銅） 
190 cm 、 85 kg 、 25才 


G K® 

橋本巧弓ム 
(本田巧研） 

185 cm 、 80 kg 、 25才 


G KCi ) 

失内 浩 
(大晦電気） 

189 cm 、 85 kg 、 30才 



f 

ドクター 

敦賀一郎 
(浜脇病院） 


F P ⑦ 

河原隆雅 
(湧永製薬） 

180 cm 、 76 kg 、 26才 


F P ⑥ 

酒巻清治 
(湧永製薬） 

180 cm . 78 kg 、 28才 


F P ⑥ 

武田英雄 
(大崎電気） 

177 cm 、 73 kg 、 27才 


F P ④ 

宮下ネロに 
(大崎電気） 

187 cm 、 85 kB 、 29才 


F P ⑤ 

玉が健な 
(湧永製薬） 

182 cm 、 77 kp 、 29ナ 



女子 コーチ 
水上 一 
(筑波大) 
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田口隆 
(本田お研） 
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ユリ J が延長戲を巧なうょう要請 
してきた。何のことやらと疑問を 
抱きながら再度勝利に執念を燃し 
て延長戦を勝ち抜いた。試合後、 
周囲の日本3位という声に、初め 
てこの試合は決勝リ I グとなるた 
め「巧パーセントルールのヵッ 
卜」と同時に「延長戦の適用」と 
解釈し、日本の3位を確信して何 
とか面目が保てたとスタッフ全員 
胸をなぜ下ろした。また、翌朝の 
中園のテレビ、ラジオでも日本女 
子のブロンズ(銅)メダル獲得の 
ニユースが流れたことも一廈3位 
の確信を強めた。 

しかしながら、表彰式遵日化朝 
鮮3位というニュ I スが飛び込ん 
できたため、すぐに大会本部に駆 
けつけると、すでに昨日の延長戦 
を無効としてその部分の一切の記 
録もホ消されていた。当然日本チ 
1ムは抗議するも、その執朔さに 
警官隊導入にょって阻止し、つい 
に抗議断念しなければならない状 
態となつた。 

結局こ転ニー転で台湾3位、日本 
5位という誠に不可解な結果とな 
つて、 しかも それらの決定を関係 
園に一切伝達されないという前代 
未聞の事態となり、今後に大きな 
禍根を残す大変あと味の悪い大会 
にして しまつた0 

アジア大会での女子の不成績の 
責任を転嫁するつもりは毛頭なく、 
本を日本が化颠鮮に難なく勝って 
おればこういう事態を引き起こす 


結果にはならなかったと悔いと大 
きな反省をしているが、アジアの 
各国のレベルアップが予想从上に 
進んでいることも否めない事実で 
ある。したがって、今後は こうし 
たルールの解釈の問題や、また運 
营の方法等について、事前に十八刀 
な打ち合わせや情報収集が必要と 
なってくる。それには今まで乏し 
かった AHF や IHF との関係強 
化を図り、十分な情報収集が出来 
るよ、っな政治的影響力を有しなけ 
ればならない。これは強化活動に 
不可欠な要件であり、是非共早期 
に実現させなくてはならない。 

いずれにしろ、アジア大会は、 
バルセロナ出場への通過点である。 
男女各々の監督は沢山の反省と努 
力目標を残して新たな強化策への 
挑戦していくことと思う。男子が 
限りなく金に近い 「銀メダル」 を 
獲得した裏には、「全日本選手の 
一般公募」から始まり、自衛隊へ 
の体験入隊による「降下訓練」等 
のメンタルトレ1ニ ングを重視し 
たアイデアが効を奏したものと思 
われる。これからは強化も運営も 
アイデア勝負で ある。 化京のアジ 
ア大会の二の舞とならないよう、 

全関係者の アイデアを 全日 本チ ー 
ムに 反映させ、是非共来年 8月の 
広島でのアジア選手権を成功させ、 
男女揃ってバルセロナじ出場を実 
現させたい。どうか各位の温かい 
ご支援とご協力を、心からお願い申 
し上げます。 


アジア大妄 
選手団 
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武田大伸 
(曰新製銅） 

182cm、 76kg、 26才 

魚住和彦 
(大崎電気） 

188cm、 7目 kg、 23才 

育藤慎太郎 
(山形教員） 

188cm、 78kg、 25才 

首藤信一 
(大崎電気） 

186cm ^ 85kg、 25才 
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GK(g) 

G K を 

GK ① 


F P ⑨ 

山がお之 
(ネ田巧研） 

177 cm 、 70 kg 、 26才 


F P ⑧ 

甲斐を養 
(大崎電気） 

183 cm . 71 kg 、 24才 


武津優子 
(オム n ン） 


ネ寸山みどり 
(東女体大） 


小松崎浩子 
(日体大） 


171 cm 、 59 kg 、 23才 176 cm 、 67 kg 、 21才 180 cm 、 63 kg 、 21 才 


増見美果 
(大和銀行） 

170 cm 、 63 kg 、 23才 
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中山罔リ 
(福岡大） 

i 91 cm 、 75 kg 、 21才 


f 貧 JL をミ褒 


F P ⑧ 

上が多恵子 
(大和銀行） 


FP ⑦ 

西が聖子 
(武;を川女大） 


F P ⑥ 

松田史佳 
(化国銀行） 


1580 n 、58 kg 、 23才 174 cm 、67 kg 、 19才 161 cm 、56 kg 、22 才 


ド P ⑤ F P ® F P ③ 

松が化子 丸田紀子 梅原直美 

(シャトレーゼ） （大和銀行） （大崎電気） 

160 cm , 56 kg 、 23才 171 cm 、62 kg 、 25才 182 cm 、72 kg 、2 已才 


0^ 
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比嘉晴美 

(オムロン） 

162 cm 、 51 kg 、 21 才 164 cm 、 57 kg 、 20 才 177 cm , 67 kg 、 21 才 1 日 9 cm 、 67 kg 、 22 才 164 cm 、 日 8 kg 、 22 才 173 cm 、 67 kg 、 23 才 
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竹ま由な 
(日体大） 
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小松晃子 
(シヤト レー ゼ） 


F P ⑩ 

巿来モ央 
(日立栃木） 
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F P ⑩ 

小池美由紀 
(大和銀行） 
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ぶ心 


F P ⑨ 

凑川亜由美 
(大和銀斤） 


おしませ自然。 

シャトレーゼのゎ藥子は山巧巧ち。 

H 本一の果奠郷と極上の酪農地帯です。 
澄んだを気と豊かな自がを、 

満載しています。 

をして、日本中をわいしい笑がでみたをぅと 
シャトレ I ゼのフレッシュパワ I 、 

ハンドボール部 ともども、 

別世紀に向って、 

さらに大きく飛相しよぅとしています。 
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第 K 回ま曰本学生塞ま権 


ま女体大は V 己を達成 
早大が 3 年ぶ〇の栄冠 


第。回東日本学生選手権は、福 
井市で8月 W 日からの日までの5 
日間、巧子扣校、女子 W 校が参加 
して熱戦をくり広げた。 

男子は早大と國±大の決勝戦と 
なったが、早大が後半立ち上がり 
に逆転、一気に引き離して3年ぶ 
り2回目の優勝を決めた。 

女子は、 V 5 を目ざす東女体大 
が決勝戟で日体大と大熱戦を展開、 
延長戦後半で何とかふり切って見 
事 V 5 を達成した。 
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早 大 TU 東学大 
化 大 S —2 東理大 
早 大说 —S 東理大 
〔順位〕①早稲田大③東京学芸大 
③化海道大④東京理科大 
▼同巨ブロック 


明 大平 S 東北大 
東北大 巧—^3 札魄大 
〔順芭①日本体育大③明治大③ 
東北大④札幌大 

►同 D ブロック 

法 大 is—u 中大 
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►同 E ブロック 
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岩手大 洗—2 金沢大 
順 大 T 6 金沢大 
岩手大 巧 横浜商大 
順 大 别 —9 横お商大 
横お商大 巧 IU 金沢大 
〔順位；^①順天堂大②岩手大③横 
浜商科大④金沢大 
▼同 H ブロック 

金沢工大 班—6 小樽商大 
東海大 巧 1 U 金沢工大 
東海大 の一 7 小樽商大 
金沢工大 SIW 東化学院大 


国±大 SIU 東福大筑波大 TU 化拿圃大東海大 東化学院大 


国武大 東福大筑波大 说1 


福島大 


围±大 の —S 国武大 
国武大 富山大 
東福大 富山大 
国±大 お富山大 


新潟大 福島大 
化海学園大 福島大 
〔順位〕①筑波大②新潟大③化海 
学園大④福島大 


筑ぶ大兰龍：：2) 2^日が大 

国±大巧丽リ j 2：東海大 

早大引 〔 SNW ) 2ま大 

0 ^ ^ 

►準み勝 

国±大里 lumj リ筑が大 

早大如〔刚沾 j 就順大 
▼3 位決定戦 

筑波穿而7心大 
▼ホ勝 


早 


^1 2^ 

大巧2^国±大 


女テ 


▼予選リーグ A ブロック 

日体大 東海大 
東海大 T 7 富山大 
日体大 が — U 富山大 


体大 那—ご 


福島大 


東化学院大 小樽商大 
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東化学院大④小樽商科大 

▼巧勝卜 I ナメントー回戰 
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筑波大 挑—5 茨城大 
筑波大 ?4 仁愛女短大 
茨城大 巧—；3 仁を女短大 
筑波大 T 7 東福大 
東福大 リ —9 茨城大 
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茨城大④仁愛女短大 
マ同 D ブロック 

日女体大 巧 — U 千明短大 
日女体大 指—4 金沢大 
千明短大 パ—8 金沢大 
目女体大 扣 I W 岩手大 
千明短大 岩手大 
岩手大 巧 金沢大 
〔順位〕①日本女子体育大②千葉 
明徳短大③岩手大④金沢大 
►決勝卜—ナメントー回戦 
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巧日女体大 


東海大 福島大 
福島大 じ 富山大 
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、〇—9, 

1 1 1 


の日体大 


東学大 洗 IW 化女短大 
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大③沖縄国際大④高知大 

▼ホ勝卜—ナメントー回戟 


福岡大益 


大経大^ 


f で8 一 J 


甲 2 J 


.巧—。 


の桃山大 


7 立命大 


中部大里 lusj W 東が大 

大体大如 I 引 I ?5一 W 名城大 
►準決勝 

福岡畜〔27山2^大経大 

大体大巧 〔 IU ) 單部大 
マ 3 位巧定戟 

大経案 〔 lu ) g 部大 
▼決勝 


大体大巧 


r リム 
1112 

3 1 2 


巧福岡大 


女子 


▼予選リーグ a ブロック 

武女大 お一6 京教大 
武女大 W 18 佛大 
武女大 说 — 4 愛教大 
佛 大甲 U 愛教大 
佛 大 S —22 京教大 
京教大 ?9 愛教大 
〔順位〕①武庫川女子大②佛教大 
③京都教育大④愛知教育大 
►同 b ブロック 

中女大 T9 鳥知大 


中女大 

中女大 

福教大 


の 福教大 
天理大 
Tn 天理大 


福教大 巧— 9 高知大 
天理大 じ 高知大 
〔順位〕①中京女子大③福岡教育 
大③天理大④高知大 

►同 C ブロック 

大体大 九女大 
大体大 お 14 広島大 
大体大 s [6 中京大 
中京大 UIW 広島大 
中京大 TM 九女大 
広島大 け IW 九か大 
〔順位〕①大阪体育た⑤中京大③ 
広島大④九州女子大 
▼同 d ブロック 

福岡大 巧 愛媛大 
福岡大 関外大 
福岡大 巧 大教大 
関外大 巧—；3 大教大 
関外大 別—2 愛媛大 
大教大 の愛媛大 
〔順位〕①福岡大②闡西外語大③ 
大阪教育大④愛媛大 
►決勝卜—ナメントー回戦 

武女大リ而|社中女大 

大体大兰げ W 福岡大 
▼3 位巧定戟 

中女大リ而|此蓄岡大 
►’巧勝 

大体大こげ社22武女大 


中立口大 

中部大 
中部大 
関西大 
関西大 


第 g 回(女子 W 回)西日本学生 
選手権は 、8 月 22 日からの日まで 
の 5 日間、広島の吳市体育館に男 
子班校、女子^ 3 校が参考して開催 
された 0 

男子決勝は、大阪体大と福岡大 
の颠ムロせとなったが、大阪体大が 
延長戦の末 1 点差で制し、 4 年ぶ 
りお回目の優勝を飾った。 I 方か 
子は、 S 速覇を狙ぅ武庫 川 女大と 
大阪体大のが戦となったが、大阪 
体大がせり勝ち、 3 年ぶり 7 回目 
の優勝を飾る とともに、 見事男女 
アベック優勝を成し遂げた。 

昇子 ■ 

▼予選リ I グ A ブロック 

福岡大 ^ — 9 愛知大 
福岡大 SIW ぉ大 
福岡大 が—巧 山口大 
近 大 TU 山口大 
近 大 愛知大 
山口大 愛知大 
〔順位〕①福岡大⑤近畿大③山口 
火④愛知大 
►同 B ブロック 

桃山大 が IW 九大 
桃山大 Tn 広島大 
桃山大 巧—2 名大 


広島大 T 9 名 大 
九 大化 Is 広島大 
名 大 九 大 
〔順位〕①桃山大③九州大③名古 
屋大④広島大 
►同 C ブロック 

立命大 巧—パ 佛 大 
立命大 松山大 
立命大 巧—;2：中京大 
中京大 ^—8 松山大 
中京大 TU 佛大 
佛 大で S 松山大 
〔順搜①立命大②中京大③佛教 
大④松山大 
▼同 D ブロック 

大経大 の IW 愛媛大 
大経大 関外大 
大経大 が九産大 
愛媛大 巧 九産大 
愛媛大 関外大 
関外大 巧 九産大 
〔順位〕①大阪経済大②愛媛大③ 
関西外語大④九州産業大 
マ 巧 E ブロック 


大教大 香川大 
〔順位〕①中部大⑤関西大③大阪 
教育大④香川大 

► F ブロック 

東和大 巧 —is 愛教大 
東和大 斜 —23 天理大 
東和大 Tn 同 大 
同 大 天理大 
同 大 愛教大 
天理大 ％—巧.愛教大 
〔順位〕①東和大②同志社大③天 
理大④愛知教育大 
▼同 G ブロック 

名城大 第一工大 
を城大 TU 京教大 
名城大 京産大 
京産大 Tn 京教大 
京産大 が一 25 第一工大 
京教大 §5—別 第一工大 
〔順位〕①名城大③京都産業大③ 
京都教育大④第一工業大 
▼同 H プロック 

大体大 T 8 国際大 
大体大 T 7 高知大 
大体大 巧—愛学大 
愛学大 口 高知大 
愛学大 SIU 園際大 
国際大 が—^2 高知大 
〔順位〕①大阪体育大②愛知学院 
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台湾 中 国 
〔駕位〕①韓国③台湾③中国④日 
本⑤インド 


第1回女子ジュニアアジア選手 

権は、 7 月8日から U 日まで、中 

国合肥ホで 5 か国が参加して開催 
され、リ I グ戦の結果、韓国が 4 
戦全勝で初化チャンピオンの座に 
ついた。日本はインドを破ったも 
のの、第 4 位に終った0 


第1回か子ジュニアアジア選手 
権大会は、来年 9 月の女モジュニ 
ア世界選手権大会のアジア予選を 
兼ねて 7 月 8 日ょり中国•安澈省 
合肥市で中国、韓国、中華台化、 
インド、日本の 5 か国の参加にょ 
り行なわれた。 

安滿省合肥は上海から化西へ汽 
車で約 W 時間、緑豊かな美しい街 
で、中国の中でもハンドボールが 
盛んな都市であり、過去にも国際 
女子ハンドボール大会などが開催 
されている。一般市民もハンドボ 
—ルへの関ムは高く、連日 5 H -〜 
7千人の観衆で埋まり、街中には 
いたるところに「熱烈歓迎が洲 
女子手球健八」の横断幕があり、 
受け入れ側の熱意が参加者の我々 
に肌で感じられた。 

この大会は、今後2年に1度に 
行なわれる予定といわれるが、次 
回開催地はまだ決まっていないよ 
、つで ある。 

今大会の大きな特色は、インド 


チ I ムの参加であろう。今までア 
ジアの大会にはほとんど顔を見せ 
たことのないインドチ I ムが参加 
したことは、顔、形の似通った中 
固、韓国、台化、日本にひときわ 
異彩を放ち、アジア選手権にふさ 
わしい雰囲気を出してくれた。チ 
1ムは中学生を含む高校生中、心の 
チームだそうだが、実力的には日 
本のインタ1ハイに出場する高校 
生のレベルである。しかし、この 
大会を通じ毎試合ごとに力をつけ 
向上したことは衆目の一致す ると 
ころであり、参加の意義は十八刀あ 
ったと思う。今後も参加してくれ 
る ことを、 心から願いたい。 

さて 一方我々日本チームは、本 
年4月に選ばれた％名の候補選手 
ょり選抜した W 名の選手から巧名 
の選手に参加してもらった。年齢 
は巧〜2^歳で、社会人7名、大学 
生3名、高校生5名 (2 年生2 
名)で構成され、この内 W 名は日 
月カナダで巧われたチヤレンジカ 


ップ W に参加し、海外遠征は2回 

余談となるが、このチ J ムの中 
で4名の高校生を参加させていた 
だいた宣真高校(大阪)は、イン 
夕 I ハイを 間近に控えての長期間 
の主力選手のチーム離脱は、イン 
夕—ハイ 優勝の使命を背負って い 
る中で大変な英断であったことを 
思うと、校長、監督を はじめと す 
る学校関係者の寛大かっ長期的展 
望に立った配慮に、心から感謝する 
と同時に現在の各チ I ムのエゴや 
建て前主義に示唆するところ大で 
ある やに思う。 (インターハイ 優 
勝を逸した宣真高校には申し訳な 
い思いです)。 

さて今回の日本チ！ムの特色は 
平均身長 16 5 ^と小柄で、大型 
大抱がなく、スピ I ドとテクニッ 
クのチ1ムといえる。巧術的には 
従来になくレベルが高いが、アジ 
ア各国が大型化しパワフルになっ 
てきている現状を考えるともっと 
もっとスピ^ —ドとスタミナがなく 
ては対抗できない。 

今大会を通じ特に感じたのは、 
中国、中華台化の台頭であろう。 
いずれもナショナル強化につなげ 
る長期展望に立ったチームづくり 
をしているようじ思える。 

試合結果は、当初の予想通り韓 
国の優勝に終ったが、 ソゥル. 才 
リンピック直前の頃と比較して大 
きくレベルアップしたとは 思われ 
ない。自信と気力に合わせ試合好 
安城学園 天 白 


徽水ま雄 


-報ま_ 
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FAX (03)622-8175 


者ぶりが自についた。中国、中華 
台化の急追とオリンピック優勝で 
勝ち取った世界一のハンドボール 
をこれからどう維持、育成し、新 
しい飛躍をつくり出してゆくのだ 
ろうか。大変注目されるところだ。 
中固は大型選手を揃えており、今 
後日本にとって大きな壁となろう。 

さて、今回のアジア選手権に滞 
网させていただき、今後の日本ハ 
ンドボールの強化について私なり 
に感じた ことを 素直にいわせても 
らうと、 アジア諸国のレベルアッ 
ブのスピードにがしやや遅れが見 
え‘出した日本としては、強化が策 
として 今までの ような バランスの 
とれたあたりさわりのないような 
選手を選び、スタッフの決を等々 
から思い切ったいちかばちかの選 
択が必要ではないだろうか。それ 

も2〜3申のチ - -^ではなく5〜 

6年先を展望した一貫体制の確立 
が望まれる。 

スタッフの選をも長期展望でジ 
ュニアからナショナルへと同ーメ 
ンバ}が引き継いでゆく体制が必 
要で、ジュニアはジュニアでその 
時限りでは、いつまでたっても先 
を見越したが策がとれないのでは 

ないだろうか。 

特に女子の場合は、スタッフと 

選手との信頼関係の確立が肝要で 

あり、ドクタ I を 含めて スタッフ 

の固体化が望まれる。 

また、女子ジュニアにはナショ 
ナル OG クラスのスタッフを入れ、 


コーチングスタッフとのハイフ役 
となる人材の導入はいかがなもの 
か。女性という特殊性とジ子不レ 
1ションギャップを少しでもうめ 
ていく必要もあるのではないだろ 
うか。また、身近かな同性の先輩 
を通じてジュニアの時からナショ 
ナルを前提とした精神的な訓練、 
教育も必要ではないだろうか。 

いずれにしても少し長い目で思 
い切った施策が必要で、八方美人 
的発想ではもうどうしようもない 
危機に面しているのではないだろ 
うか。このあたりで何かに賭けて 
みてはどうだろうか。 

同行させていただいたスタッフ、 
選手のみなさんの大きな飛躍、成 
長を期待すると同時に、これらを 
大きく育ててゆく協会、ハンドボ 
1ル関係者の明解かつ思い切った 
施策とバックアップをお願いした 















新しい時代を作ってゆくのは、 

新しいひらめき。 

そして、ひらめきを実現してくれる 
素ががボめられます。 

常に新しし、技術で新しし、夢をかなえる 
秉がをお届けしてきた日新製鍋。 
これからも時代に応える 
新しい素材をみつめてゆきます。 



ぶ—巧日の素がをみつめる 

g)B 新穀麵 

ををが千化 fflR 力のめ 3-4-1 


まを都千れ田区丸の巧 3-4-1 
(巧国陪ヒル） a 03 - 216-巧11干100 


第 2 回黄子ジュニアアジア選手権大を 


中国が優勝、曰本は4位に終る 


第2回男子ジュニアアジア選手 
権大会は、8月8日から22日まで 
ィランのテヘランで8か国が参加 
して開催された。 

前回優勝の韓国は、決勝で中国 
に惜敗、中国が初優勝を飾った。 
日本は、準決勝で中国にがし大健 
闢を見せたが、惜しくも延長戦で 
敗れ、 3 位決定戦でもシリアに敗 
れて 4 位に終った。 


成績 


▼予選リーグ A 組 

中 国 wi 韓国 
中 国 の 台 化 
中国 巧カタ J ル 

韓 国 甲？3 台 化 

みタール 別—^ 韓 国 
台 化 カタ I ル 
〔順位〕①中国③韓国③台化④力 
ターバ 

►予選リ—グ B 組 

シリア イラン 
シリア Tn インド 

シリァリ〔でり j 昔 ホ 

日本三 luwj S ィラン 


本巧 

尸 


巧151 
，じ— 7 J 


じインド 


イラン 巧—巧 インド 
〔順位〕①シリア②日本③イラン 
©インド 

▼準み勝 

、711 ノ 
〇 16 


►•5 〜 6 位決定戦 


台 化巧 


、21 UV 

b —9 ‘ 


^イラン 


中 国进 


如日 本 


▼3 〜 4 ホ定戦 
シリァ？？？〔柳11迦晋 

►ホ勝 


本 


12 J 


中 国22 


韓 国 


韓国旦淵 N 脚のシリア 


►7 〜8位み定戟 
カタ—ルリ^:ィ 


K 


〔順位〕①中国②韓国③シリア④ 
日本⑥中華台化⑥イラン⑦カタ I 
ル®インド 


報舍_ 


監督•早川清孝 


ィラク軍のクウ H 1卜侵攻にょ 
る中東情勢の変化に不安と期待の 
交錯する中、第2回男子ジュニア 
アジア選手権大会は予定通り開催 
されることとなつた0 

しかし、大会参加を予定してい 
た クウ エ ー トを はじめ、パキスタ 
ン、北朝鮮の不参加にょり、大会 
日程や試合方法等の変更も余儀な 
くされ、第1回大会の成績にょる 
A 、 B 2 つのグループ分け抽選が 
行なわれ、 A 、 6両グループにょ 
る予選リ I グを巧ない、上位2チ 
!ムが準決勝およびみ勝戟を行な 


ぅと決定された。 

わが国とは、環境条件において 
異なることは事前に把握していた 
が、摂氏9度の暑さには流石に驚 
かされ、特に水分の補給には大変 
苦慮致した。 

しかも、テヘランの街は標高1 
30〇 m ほどの高原都巿であるが 
ために酸素不足等の戸惑いや不安 
がん配されたが、3日 目ぐ らいに 
はだいぶ慣れ、コンディション的 
にはさほど影響なく試合に臨むこ 
とができた。 

試合結果については前掲のごと 


く 4位という成績に終わったが、 
各々の試合で日本選手の技術およ 
び戦術が十分通用し、選手は勿論、 
チ I ム としましても それなりに 満 
足のいく大会であったともいえよ 

、っ0 

今回、慑勝致した中国との準決 
勝戦では、延長を含む W み間にお 
よぶ死闘ともいうべき戦いは、選 
手共々生涯忘れることのできない 
I 戦だった。 

試合終了後、選手全員が悔し涙 
している姿を見るつけ、、心強く、 
感激させられて しまった。 将来、 
日本のハンドボール界を担うに相 
応しいチームの团結があり、そし 
て素晴らしい貴重な体験となった 
ことは、今後に大なる期待を抱か 
せるに十み過ぎるほどの成果とい 
える。 

最後に、今回の大会は国内スケ 
ジュールの調整が合わず、選手お 
よび所属チームには大変ご迷惑を 
お掛け致しました。ムよりお詰び 
申し上げまず。 

今後ともジュニア選手育成のた 
め、ご指導、ご協力のほど宜しく 
お願い申し上げます。 


キャプテン•関お.和唐 


私はジュニアのアジア選手権に 
出場するのはこれで2回目です。 
しかも第1回、第2回ともキャプ 
テンを務めさせてもらいました。 

2回目とい、つことで前大会より 
も肉体的、精神的にも充実してい 












たと思います。そのお蔭で試合に 
づ ー ル出場できました。 

その中でが象に残っているのが 
3試合あります。まず開会式後の 
地元ィランとのオープニング試合 
です。この試合は、点を取っては 
取られるという一進一退の試合で 
したが、残り W 秒で日本チームが 
点を決め、日本チームにとっても 
自分自身にとっても第1戦目をも 
のにできたということはとても嬉 
しいことでした0 

その後予選リーグで1敗したも 
のの2位で決勝リーグに進出し、 
世界大会への出場権を賭けての中 
商戦のことです。この試合はアッ 
プの時からチ1ムー人一人に気合 
いが入っているのが何となく自分 
にも感じられました。 

試合が始まると j 進一退のな防 
となったが、前半の途中からミス 
が出始めて前半を終ってみると6 
点差になってしまった。 

ハーフタィムでみんな気持ちを 
入れ替えて後半に臨んだが、後半 
W 分で9点まで差を広げられてし 
まい、自分でもこの まま ずるずる 
といってしまうのでは、と思った 
が、仲間同±で撒を飛ばし合った 
り、励まし合ったりしてチームの 
ムードが良くなり、後半を終って 
みると同点となっていました。そ 
の時思ったのですが、ここに来て 
チ^~ムのム"~ドが一番良くなり、 
チームも一つになったという感じ 
がしました0 


延長に入ってムードは良かった 
が得点がなかなか入らず、2点差 
で敗れてしまいましたが、自分に 
とって、チームー人一人にとって 
いい経験にもな り、 いい思い出に 
なったと思います。 

最後に、印象に残っているのが 
3位決定戦です。このが戦巧手が 
予選リ ー グで 一度 戟って敗れてい 
るシリアでした。手の内はわかっ 
ていたのですが、守り 切れず、最 
後 まで ずるずるといつてしまいま 
した。しかし、この 試合 も中国戦 
のょぅに一時は同点に追いついて 
チ ームはムードは とてもょ かった 
です。 

この大会を通じてすごくいい経 
験を したと 思いますし、この経験 
を生かして、日本に帰ったら自分 
のハンドボールに磨きをかけてい 
きたいと 思います。前大会は7位 
だったのですが、今大会は上位進 
出を狙い、それが達成できてすご 
く嬉しかったです。 
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本 F 5 ( 引1リ) S イラン 

〔戦評〕オープニングセレモニー 
直後の第1戦となった地元イラン 
との試合である。 

立ち上がりやや緊張ぎみの両チ 
I ム であった。先制したのは イラ 
ン。日本の反則から1分 W 秒ペナ 
ルテイースローを決めた。日本も 
すぐポイントゲッタ^^が本のミド 


ルシユートで同点としたが、 イラ 
ンもサイドからスカイプレーで2 
—1とする〇昕チ ■ —とも立ち上 
がりリズムが合わず、その後5分 
間得点できず一進一退のゲ}ムと 
なった。 

^£3分過ぎ、イランはペナルティ 
1、5番 SAPKHA 反 VI のミ 
ドル、速攻と3連取して 8—6 と 
リ I ドして突き放しにかかったが、 
日本も松本が左が度、センターと 
ミドルで応戦、前半は巧とイ 
ラン リー ドで巧り返した。 

後半に入り1み、 イラン 7蚕の 
サイド シユ ー トで3点差と なる が 
日本も松本、田代のミドルで再び 
1点差とし、なかなかスコアが開 
かない。日本は？：；分、じに四方の 
好プレーから吉田へつなぎ速攻で 
同点に追いつきぺー スを つかんだ。 
W かには中野のペナルティーで遂 
にリードを 奪った。 しかしイラン 
も踏ん張り最後までゲ1ムはもつ 
れ残り2か、吉田の退場でピンチ 
を迎えた日本がょく耐えて頑張り 
残り W 秒中野のミドルで決勝点を 
あげ イランを ふり切った。 

イランはサイド、ポストを中ん 
とした攻撃型のチームで、スカイ 
プレ-—を織りまぜた攻撃もでき、 
かなりレベルアップされていた。 


シリアリ 
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〔戦評〕2戦目を迎えたがシリア 
戦、このゲーム日本にとっては大 
きなポイントとなる流れが2回あ 


った。 

立ち上がりシュートミス、パス 
ミスからリズムが乱れ、4連続ゴ 
I ルを許してしまつたことがまず 
第一に惜しまれる。しかし日本も 
ょく頑張り、6分過ぎ田代がミド 
ルでゲット、8分、 W へ刀、 U 分と 
旧代、木浪、花岡が相っいでゴー 
ル、 6—5 と追い上げた。その後 
一進一退のゲ I ム展開で、前半を 
で折り返したが、巧分過ぎ 
からの連続ゴ—ルで逆駭した後、 
ミスが出て追いつかれたのが今一 
つ波に乗れなかったところである。 

後半に入って、 W 分過ぎまで？3 
—2^とシリア1点リードのシーソ 
1ゲームが続いた。その後 U 分過 
ぎに日本にとって一.一つ目の流れを 
をえるパスミスが続き、 W 分過ぎ 
までに2^—おと一気に突き放され 
てしまった。その後、松ネ、木浪 
らが頑張ってシュートを決めたが 
届かず、別—對で完敗した。 

シリアは23番ド A R V AT 1を 
中んとしたチ I ムで、3番 kar 
IEM 、 4番 makhlas 、 8 
番 BAGBOG がょくからんで得 
点まで持っていくチームである。 
特に U 番はワンフユイントでデイ 
フェンスをかわした後の クイック 
のミドルシュートは素晴らしいも 
のを持っていた。 


日 本巧 


巧！ 


じインド 


一 じ 1 7 J 

〔戦評〕ベスト4入りを賭けて迎 
えた インドとの 第3戦。 この 試合 


も立ち上がりの良くをい日本はや 
やもたついたが、松本、中野、吉 
困で巧分までに 9 得点をあげ完全 
に日本チームのぺースとなった0 
その後も田中、田代と加点して巧 
分までに WI 2 と大きぐリ I ドし 
ゲームの主導権を握った。両サイ 
ドにプレスをかけ中央で勝負をさ 
せるシステムが成功し、 GK 四方、 
橋本の好守で失点を最少限に食い 
止めた。 

後半も安定した試を運びで田中、 
片山が頑張りシュートを決めて加 
点、の—^:^で大勝した。犬きくリ 
1ドした ことも あってか、やや大 
味なゲ}ム展開となクた試合だが、 
まずはベスト 4 進出を決めた。 

この試合で GK 四方が左足ふく 
らはぎを痛めたことが、今後のゲ 
—ムにどれくらい影響するか懸念 
される。インドはまだまだレベル 
的には低いチ ー ムであるが、 4 番 
RADHA WA を中ふにサイド攻 
撃を仕掛け、また両が度がステッ 
プシユ I 卜を沮ぅチームである。 
巧—りノ 
〇 16 


中 国班 


如日 本 


〔戦評〕世界選手権出場を賭けた 
準決勝のが中国戦を迎ぇ、緊張の 
中に も何となくゆとりを感じさす 
ムードでゲ J ムに入った。 

先制したのは日本。中野のポス 
トシユ J 卜が鮮ゃかに決まり幸先 
の良い スタ I 卜を 切ったが、中国 
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もすぐに；5番 JI AN のサイドシ 
ユ！卜で同点とし、 U 番 JUN の 
ミドルで逆転、速攻で 311 とリ 
!ド。その後中国のエ J ス Don 
G と日本•松本の巧ち合いと なり、 
前半巧かまで8 I7 と中国の 1 点 
リ ー ド。 ここで中国は日本のエ ー 
ス松本にマンツーマンに出た。そ 
の後、地力に勝る中国がロング、 
ポスト、速攻でリズムをつかみ、 
残り W 分で7得点と完全に中国ぺ 
1スとなり、 ^:;—：；^と6点差で前 
半を終了。 

後半に入っても中国の勢いは止 
まらず、日本も中園のエ I ス Do 
NG にマンツーマンをするが、 U 
分過ぎまでじポスト、速攻、ロン 
グと多彩な攻撃で一気に W 点差ま 
でにがり、勝負あったかに見えた。 
しかし、。分過ぎから日本はあき 
らめないでキャプテン関根を中ん 
に怒涛の攻めが始まる。まずみ、 
サイドから吉田がとび込みゲット、 
続いて中腎のペナルテイ12本と 
珍田が速攻から持ち込み、また関 
板がサイド シュ J 卜と中国从上の 
多彩な攻めで W 分までに7ゴ I ル 
をあげ巧と追い上げた。 

あきらめかけていた日本ベンチ 
もコ I 卜でプ レ I する 選手、 スタ 
ンドで声援を続ける選手 もこの 勢 
いに徐々に興奮しできた。 

H 本の攻撃は W 分を過ぎても休 
むことなく勢いが増すばかりであ 
る。まずの分木浪のロング、セン 
夕1から 関根が カットイン、 吉巧 


のミドル、サイドと 4 連取で 1 点 
差まで追い上げ、競技場内のボル 
テージは上がるばかり。観容のほ 
とんどは地元イランのハンドボー 
ル愛好者で、そのイラン人のほと 
んどが Japon 、 苗 P 旨の大声援と 
なって場内は福然となった。 

残り 3 み、筋書きのないドラマ 
はどのょぅじ展開していくのか、 

ベ ンチもプレーヤーも I つ1つの 

プレ I に一喜 I 憂である。 

か W 砂、日本に痛いファ I ル。 
中国のペナルテイースロ J となり 
%—糾と中国が 2 点リ I ド。日本 
も負けじとサイドから吉田が絶妙 
のシュ ー ト。が分 W 秒、中国 3 蚕 
YONG がセンターからミドルを 
決めここまでかと思われた。そこ 
でレフエリ}タイム。電先掲示の 
時計を確認、残り1分が砂で再開。 
挑八刀巧秒、センター田代がヮンフ 
エイントからミドルでゲット、再 
び1点差。 Japon 、 Japon の声援は 
は一段とボルテージを増した。§5 
か、中国の王！ス DONG がとど 
めのシユ I 卜を放つがゴ J ルをは 
ずし最後のチャンスが日本にめぐ 
って来た。残り W 秒、またもサイ 
ド吉田がキ！パ！の脇腹を破りゴ 
1 ルイン。王壇場で同点じ追いつ 
き今大会初の延長戦となった。 

延長前半は中国が 3 番 Y 〇 N G 
のポスト、；3番 JIAN のサイド 

シュートで 2- 〇とリ^ — ド' 4 分、 

日本.田代がサイドシュートを決 
め 2 — 1 で祈り返した。後半如秒、 


今度は田代がセンターからミドル 
を決め同点、1分、中国はセンタ 
1 のブロックプレーから 3 番 YO 
NG が決め再びリ ー ド。 3 か、日 
本は中野のペナルテイースロ！で 
同点、 4 分に中国はポストプレー 
で日本の ファ！ ルを誘い、ペナル 
テイースローを決めて遂に息の根 
を止められた。 

途中 W 点まで引き離されたこの 
ゲーム、後半に入り見違えるほど 
のプレーぶりで頑張った日本チ1 
ム。今一つ精彩を欠いていたキヤ 
プテン関根が切り込み隊長となり、 
サイド吉田の活躍、控えにまわっ 
ていた井上、片山、珍田のハッス 
ルプレ I 、ケガを押して出ている 
GK の四方、フル出場の中野、ゲ 
1 ムメ I カー田代、ロングヒッタ 
1木浪、松本、このゲ I ム控えに 
まわった田中らの大声援……、と 
にかく全員が一丸となって戦い抜 
いた素晴らしいジュニアの歴史に 
残る一頁を飾った試合であった。 

中国チームは今大会屈指のアタ 
ッカー DONG を中ムにポストプ 
レーヤ_— YONG が各フロータ^— 
とぅまくから み、仕掛けて くる チ 
—ムで、速攻も速く、バランスの 
とれたチームであった。テクニッ 
ク的にもレベルアップされている。 

シリァ？？？〔巧逃晋ホ 

〔戦評〕 3 位決定戦を再びシリア 
と戦うことと なつたこのゲ J ム、 
予選リ}グの雪辱を期す日本は、 


立ち上がり1か如秒、吉田がサイ 
ドから まわり 込み、ミドルシュ^ — 
卜を決め先取点を取っていいム J 
ドでスタ—卜した。すかさず シリ 
アも4蚕がペナルティ I スローを 
決め同点、その後1点ずつ加ぇた 
後、シリアはエース番 FAR V 
ATI 、 8番 bagbog が軸と 

なり、 ミドル、 ポストとぅまく 展 
開して8かまでに6—2とリ I ド、 
ぺースをつかんだ。日本も9か、 
中野のぺナルティ1スローで得点、 
吉田の速攻を足掛りに松本のミド 
ルで1点差まで追い上げたが、巧 
分過ぎからはディフ卫ンスが乱れ、 
4連取され突き放された。前半は 
とシリアの5点リードで終 
わつた。 U 番をマークしながら7 
得点されたのは、このゲーム最大 
の誤算であった。 

後半に入り、日本ベンチは中国 
戦に見せた粘り強い ものを 期待し 
た W 分過ぎまでは一進一退の展開 
で5点差がなかなか縮まない。し 
かし日本は W 過ぎハーフ速攻で関 
根につなぎゲット、続いて松本、 

吉田が速攻からスカイプレーで合 
わせてゲット、松本のミドル、吉 
田のサイドと4連取、1点差まで 
追い上げた。 W 分過ぎ松本のペナ 
ルティースローで遂に同点、ぺ一 
スをつかんだかに見ぇたが、残り 
W 分、中国戦のょぅな気迫が今一 
つ出ず、押し切られた。 

勝つチャンスがあっただけに惜 
しまれるゲ！ ムであつた。 


— 10— 

























豊享熱 日南天中 

緑 

明栄田 進陽白ホす 


18161919 2124131419141415 25 2119 20 211418 

1111 11111111 I I I I I I I 

1415 718 131310 913101113 1312 61016 7 ] 1 


起起西起西犬 大大江大江一 弥弥新弥新一 岩岩稲岩稲一 津津一津一美 

山 宮 沢沢宮島島宮島宮 

エエ春エを南 成成南成南宮 富富川富川化 倉倉東倉東西 東東エ東エ和 



東 郷 

唯 偉口 
名古屋大谷 

同 朋 
富 田 
名商大が 
名市ェ 


星 城 

名城大附 

松 蔭 

名古屋南 


八男子〉 

T 回戦 
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愛知県高が選手推 
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ま川中央 W — 7 中 野 
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名女大 

日進两 

星 城 
緑 

熱 田 
向 陽 
昭 和 
中 が 
高 蔵 
豊 明 

南 陽 
名古屋南 
松 蔭 
富 田 

惟 倍口 

若宮商 
隹 信 

:5桜 台 


►， A ブロック 
小牧南 S —7 
小牧南 ?8 
小牧南 の—2 
美 和 巧 IU 
美 和 g -4 
一宮ェ ロ —日 
▼ B ブロック 


蟹 江 
蟹 江 
蟹 江 
I宮西 
一宮西 
稲沢東 

C ブロッ 

五 条 
五 条 
五 条 
一宮化 
一宮化 
新 川 
► D ブロッ 
佐織工 
佐織 H 
佐織工 
一 宮 
一 宮 
江 南 

▼ E ブロッ 

平和 
平和 
平和 
犬山南 
犬山南 
西 春 


8—2 
1 1 

別—じ 

?5 

?15 

T 7 

ザ9 


ク 


ザ7 

で8 

T 8 

で9 
甲の 


ク 


5—1 
1 1 

T 7 

で2 
To 

で3 


ク 


甲6 

挑—5 

T 4 

MI 9 


る化の liWl から… 
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151218 

I I I 

912II 


決 


28 

23 

27 

13 

19 

定 

15 

10 

15 

16 

1 

1 

1 

1 

1 

戦 

1 

1 

1 

1 

8 

13 

10 

10 

16 


6 

9 

13 

10 

稲 

五 

尾 

一' 

小 


尾 

一 

犬 

小 





牧 




山 

牧 

沢 

条 

西 

宮 

南 


西 

宮 

南 

南 


尾一新犬 
宮 山 
化商川南 


7 


東大東半 

一 

木蟹 

府 田 

宮 

曽 

浦東浦エ 

女 

川江 


東常知阿 阿阿半 半大東 常常知常知武常知武東 
海滑多久 久久 田 海 滑滑多滑多 滑多 海 
南化東比 比比田 ェ府南 化化東化東豊化東豊南 


尾尾津 
化化島 


丹丹小 
牧 

羽羽ェ 


で：尾五犬木 津津小津小新 津津美津美一-■一一一 岩岩稲岩稲尾 

山曽 島島牧島牧 宮宮宮宮宮宮宮 沢 沢 

条西条南川 女女南女南川 島島和島和商 南南西南西化 食倉東倉東化 


13 

宮 

西 


蟹 


江 

24 

m 3 


誰もいないグランド、音 
のない体脊館。そこにス 
ポーツという魔をがかか 
ると、一晦のうちに典奮 
のるつはと化してしまう。 


-瞬のさらめさと 


テお^ンジお' 


セノーも誇り高きチャレンジャ 
-。よりお質の素巧をホめ、よ 
り精巧な製品を生み出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
富良にザ:る一粒の汗と同じです。 


日本ハンドボール協会檢を工場 

み Senoh® 

本な/ま京都干代田区巧田司助 2-7 立 (03)292- 5411 


ク 

21〇 

1 1 

じ—7 

7 — 3 

11 

ナメント 


巧—7 

说ム 

巧—4 

ザの 

で8 

Y 7 

9_1 

一―11 

巧—6 


二呂興道 
西 春 
江 南 

二呂化 

一宮興道 
一宮化 
江 南 


尾 関 
M 関 
一宮南 

▼ H ブロッ 

尾 西 

尾 西 

小牧エ 

■決勝卜^~ 

▼1 回戦 

ル牧南 

蟹 江 

五 条 

犬山南 

一 宮 

稲沢 

一宮西 

尾 西 

▼ 2 回戦 

蟹 江 

五 条 

稍 沢 

I 宮西 

▼ 5、6位. 

太山南 

尾 西 

太山南 

▼準決勝 

聲 江 

一宮西 

▼決勝 


大府東 

大府東 

大府 
横須賀 
知 多 
横須賀 
知 多 
知 多 


五 条 

二呂興道 
- 宮 
平 和 
一 宮 
平 和 
平 和 


尾 西 KI 9 

▼ F ブロック 

一宮女 M — 4 
一宮女 S 14 
一宮女 化—2 
一宮興道 81 7 
二呂興道 T 1 

一 宮 ^-7 

■決勝 卜^~~ ナ メント 
▼] 回戦 

一宮興道 巧—8 
西 春 ^—4 
木曽川 WI 5 
一宮化 巧—3 

▼ 2 回戟 

蟹 江 WI 9 
佐 屋 WI 2 
木曽川 W — W 
一宮女 巧—7 

▼ 5、6決定戦 

西 春 W —2 
江 南 ^ -1 2 
西 春 W —8 
▼準決勝 

佐 屋 T 3 
一宮女 巧—6 
▼決勝 

佐屋パ〔げ^^ 

◎知多支部予選 
■1 次リ I グ 

▼ A ブロック 

半田東 MI 9 

半田東 巧—2 

半田東 2^15 

半田ェ Y 7 


一宮南 
一宮興道 
一宮興道 


▼ F プロック 

稲沢 で6 
縮 沢 挑 —6 
津島 218 

▼ G ブロック 


半田エ 甲？？ 

東 浦 Y 4 

▼ B ブロック 
半田 Y 2 
半田 T 8 
半田 甲の 
大府 SIW 
大府 
横須賀 

▼ C ブロック 
阿久比 じ 
阿久比 じ—3 
阿久比 
阿久比 

東海南 n —7 
東海南 n —2 
東海南 T 9 
武豊 n —7 
武豊 n —6 
知多東 215 
■ 2 次リーグ 
マ 4〜6 位決定リ ー グ 
大府 巧 — W 
半田 H 8. — 7 
東海南 

▼ 1 i 3 位決定リ ！ グ 
半田東 

半田東 別 

主】 日 9_1 

: Tp 曰 11 

<女子〉 

■1 次リ I グ 

▼ A ブロック 

，二 曰 4_0 

4 曰 11 

半田 巧—8 

半田 目 

キ西 f 7 


<女子〉 

■予選リーグ 
A ブロック 
蟹 江 ^ 18 
蟹 江 W —3 
蟹 江 の 18 
尾 化 YS 
尾 化 n—6 
稲沢東 ^—3 
B ブロック 
西 春 U 12 
西 春 巧—7 
西 春な—2 
一宮化 ^ — 9 
一宮化 

一宮西 818 

▼ C ブロック 

佐 屋 パー 8 

佐 屋 To 

佐 屋 5^ i 1 

一宮商 ^ — 2 

一宮商 巧 —4 

美 和 813 

ザ D ブロック 

江 南 巧15 

江 南 

江 南 巧—8 

新 川 u 17 

新 川 M 15 

ル牧南 7—7 
▼ E ブロック 

尾 西 9—4 

木曽川 217 

木曽川 5317 

犬山南 U —9 

犬山南 


ル牧エ 

一宮南 

津 島 

佐織工 

平 和 

一宮化 

尾関学園 

美 和 


— l2 — 
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111015111514 81314 4 


知岡岡豊 安岡衣安岩刈西豊 
崎 城崎 

立ま崎野 東北台城津谷尾田 


春高栄 旭春長千名 
日蔵 日乂大化 

丘寺徳 野井手種付 


刈岡豊岡 衣 S 碧一吉安安知 西安幸刈高西刈豊碧 n 
略 崎 城 立 尾城を を田南 

谷東既化 台好南色河東城東 東南田化浜尾ェェェを 


豊豊豊岡 
田 田 
南田南崎 


半半武 


田巧豊 


桃桃キ 

田 

陵陵東 


大大常大常す化 


府府滑府滑陵 


体操施鼓の総合メーカー 


い 



本ハンドボール協会検をお骇造ェ巧 


が 


なル川長\ 


〒721に島県福山ホ引野巧5— が 
TEL (0849) 41— 0230 



1M- — L 


3 P T C 2 


▼1 回戦 
愛知エ 

栄 徳 
ヒ 

明 和 
名大付 
千 種 
長久手 
春日丘 
守 山 
春日井 
旭 野 
▼ 2 回戦 
春日井南 
栄 徳 

巧 口 
巧 ホ 

高蔵寺 

市工芸 

春日丘 

ず 山 

旭丘 

ザ3回戦 

春日井南 

明 和 

市 H 芸 


岡 崎 
知 立 
岡崎東 

知 立 

岡崎東 

岡崎東 


S 好 
岡崎西 
豊田南 
岡崎西 
豊田南 
豊田南 


山 田 

瀬 戸 
名古屋西 
春日井エ 
瀬戸化 
菊 里 
瀬戸西 
東山 H 
春日井東 
名 東 
東邦 

愛知ェ 
春日井西 


マ決勝リ I 
安城学園 じ—8 
安城学固 ?7 
安城学園 8 SI 3 
S 好 218 
一二 好で 5 
岡崎西 ^—6 
◎名化支部予選 

八男子〉 


豊 田 
豊 田 


を城南 
刈谷化 
岡崎商 
知立東 
幸 田 
ま 良 
碧 南 
愛教大附 
西尾東 
豊田東 
一 色 


岡 崎の—パ 
豊田南 TU 

〈女子〉 

►1 回戦 

豊 田 巧 — 5 

豊 野 YO 

西 尾 T 6 
刈 谷 Y 6 
岩 津 WI 8 

安 城 ^-4 

衣 台 To 
岡崎東 T9 
岡崎化 . T 7 
知 立 W — 6 
を城東 WI 2 
► 2 回戦 

安城学園 T 5 
豊 野 Y 9 
岡 崎 U —8 
豊田南 23—5 
一二 好茲 —0 
岡崎東 UI 9 
知 立 n —6 
岡崎西 ?2 
マ3回戦 

安城学園 g—w 
豊田南 WI 9 
一二 好 別— 9 
岡崎西 UI 7 
►5 〜8位決定リーグ 
豊 野 U — 9 
豊 野 7 1 7 

豊 野 じ 

岡 崎 WI 9 

岡 崎 

知 立 巧—の 


豊 野 

岡崎東 

刈 ハ八口 

岡崎東 

刈 谷 

刈 谷 


知多東 
常滑化 
東海南 
常滑化 
東海南 
東海南 

半田東 
東海商 
横須賀 
東 浦 

東海商 

横須賀 

東 浦 

横須賀 

東 浦 

東 浦 


豊 田 SIW 
安 城 81 7 
岡崎化 巧—8 
を城東 

一二 河 斜—巧 
一 を W —6 
碧 南 W —9 
刈 谷 216 

一二 好で8 

衣 台 SI 5 

▼ 2 回戦 

豊 田 Yn 
岡崎化 別—8 
豊田南 Y 9 
豊 野 ？3|9 

岡 赠ザ S 

岡崎東 ^ — 6 
刈 谷 

岡崎西 の— 3 

▼ 3 回戦 

豊 田 巧—?:; 
豊田南 の—^:^ 

岡 崎 如 Is 

岡崎西 不明 

►’ 日〜 8 位決定リ I グ 

岡崎化 お— 

闽崎化 

岡崎化 TM 

豊 野 ？？ —S 

豊 野 パ 

岡崎東 ^1 じ 

▼か勝リ^~グ 

岡崎西 ?9 

岡崎西 YU 

岡崎西 T 7 

岡 崎 の 


扔乂比 5-4 

啊久比 UI 5 
阿久比 ?3 
知多東 6—5 
知多東 6—4 
常滑化 ^5 
▼ B ブロック 

武 豐 WI 3 
武 豊 じ —U 
武 豊 の— 3 

武 豊 抓—2 

半巧東 W —6 

半田東 の— 3 

半田東 ?5 

東海商 別— 5 

東海商 じ一 3 

横須賀 817 

▼ C ブロック 

半田商 巧 I 日 

半西商 ?5 

半田商 ?1 

桃 陵 HIn 

桃 陵 Y4 

常 滑；312 

■ 2次リ}グ 

ザ4〜6位決定戦 

阿久比 口 3 

阿久比 巧 —9 

半田東 815 

▼ 1〜3位決定リーグ 

半田商 の I 日 

半田商 

武豊 n—9 

@巧 I 二河支部予選 

〈男子〉 

▼1 回戦 


一1。一 
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6141718 7 8131813 91712 6 


新新豊新豊御 
城城 城 
東東丘東丘津 


豊豊豊 
橋橋橋 
商商西 


23 291115 212618 23 

I I 11 I I i I 

5 5 8 813 3 716 

阿豊木江豊武春岡 
久橋曽 曰 

比 商 川 南野豊井崎 


7 


豊 

蒲 

国蒲 

時ま豊豊 

橋 



習 橋 

商 

郡 

巧郡 

館陵丘南 


桜向明 
台陽和 
26 2117 

I I I 

51515 

豊皇五 

橋 

ェ野条 
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25 

1 

24 

1 

25 
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23 

1 

16 

1 

15 

1 

21 

1 

19 

1 

18 

1 

17 

1 

20 

1 

26 

1 

26 

1 
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9 

1 

14 

1 

17 

1 

18 

1 

22 

1 

14 

1 

26 

i 

28 

1 

10 

1 

16 

1 

22 

1 

22 

1 

18 

I 

1 

10 

1 

13 

1 

5 

1 

4 

1 

16 

1 

14 

1 

9 

1 
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1 

10 

1 

11 

1 

11 

1 

9 

1 

2 

1 
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1 

C 
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1 

11 

1 

11 

1 

8 

1 

7 

1 

8 

1 

11 

1 
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1 

7 

1 

15 

1 

20 

1 
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日本が'生んだ世界のボール 

日本ハンドボール協会検ま:巧 ( J - H - A ) 


[巧？*おち 


ムスが -i 


タチ々ラのハンドボールは縫ボールと同じ構造のチューブが離れた 
L • B • C 中空製をです。 

Si 廳 E S 宇*!百巧ぶをな S 織證 S 苗幌 


◎県大会 
〈男子〉 
▼1 回餓 
岡崎西 
桜丘 
豊田南 
東海 
犬山南 
蟹江 
岡崎化 
愛知 
中京 

名南エ 

守山 

蒲郡東 

春日井南 


蒲郡東 
国府 
豊橋東 
国府 
豊橋東 
豊橋東 


豊橋エ 
蒲郡 

豊橋南 

蒲-郡 

豊橋南 

豊橋南 


▼1 回戦 
東海女 
岡崎西 
一宮女 
緑丘商 
桜台 
旭野 
一二好 
佐量 


桜 瓦 T 9 蒲郡東 
マ 3 位決定截 

ニーを水産 蒲郡東 
マ決勝 

j U 豊橋ェ 

《女子〉 


お 五^ 




阿久比 
岡崎 
昭和 
大府 
半田 
市工芸 
一二を水産 
一宮西 
稲沢 

尾西 

瑞陵 

豊西 

半旧東 


▼1 回戦 

鱼化橋西巧 

蒲 郡 UI 9 
豊橋商 記12 
国 府 巧 —5 
マ準決勝 

豊橋西 SI 8 
豊橋商 
►3 位決定戦 
国 府 U 15 
►決勝 

豊橋西 W (け 



御 津 

時習館 

豊橋西 

豊川ェ 

•一を水産 


►•2回戦 

桜を 巧 — U 岡崎西 
東海 墓田南 
蟹 江 TU 犬山南 
愛知 別—2 岡崎化 
中京 化 名南 H 
守 山 巧—：2 蒲郡東 


春日井南 ^—n 


桜 台 W 18 
►決勝 


桜 台の 


、で 


巧 口 
が ネ 


模台 化 向 陽 
► 3 回戦 

東海 ザ U お 丘 
4 P T C 3 

愛知 巧 蟹 江 
中京 处守 山 
お 台 ?9 春日井南 
►準決勝 

愛知 巧—2 東 海 


中 


京 


2愛 知 


— 口 

※模台は2年連続2回目の優勝。 

<女子〉 


旭丘 

春日井南 
市工芸 


長久手 
春日井商 
瀬戸化 

名大付 

福 山 

名 東 

名古屋西 

市祁 

千 種 

西陵商 


ヒ 

東邦 

市工芸 

菊 里 

名古屋商 

瀬戸 

瀬戸西 

淑徳 

愛知商 

ず 山 

春日井南 

高蔵寺 

春日井東 

旭野 


◎東 III 河支部予選 
《男子〉 


■予選リ 

▼安口 

一二谷水産 
二一を水産 
一二谷水産 
蒲郡東 
蒲郡東 
国 府 

M ブロ 
豊川エ 
豊川エ 
豊川エ 
御津 
御津 
豊 岡 

>’ c ブロ 

梭た 
桜 丘 

桜 丘 

葦橋エ 

豊橋エ 

满 莉 

▼ D ブロ 

時習館 

時習館 

豊橋西 

■決勝 

▼1 回戦 

一一一谷水産 

豊橋エ 

お 丘 

蒲郡東 

►.準決勝 

豊橋 H 


1グ 

-ク 


1—1 
1 1 

212 
2 1 

Tn 

9_1 

1―一 1 

じ一 8 

7_1 

IX 1± 


ツク 


Y9 

で8 
ザ8 

9 — 〇 
1 1 

ザ8 

n.i7 

ック 

9 — 4 
11 1 

ザ7 

の—日 

T9 

ザ5 

6—3 

1 1 

\ 

n—7 

6 1 〇 

IX -i 

パー 9 

1ナメ、ー ト 

8 1 8 

1 1 

9 — 〇 

1 1 

2 — 〇 

2 1 

9 1 3 

IX 1± 


-ク 


Y ( 


ず山 
▼準決勝 
明が 
ホ山 
〈女子〉 
▼1 回戦 

愛知商 
ず山 

市工芸 

春日井東 

名古屋商 

瀬戸 

春日井南 

高蔵寺 

淑徳 

▼ 2 回戦 

春曰井 

愛知商 

ず 山 

春日井東 

春日井西 

春 S 井南 

寫蔵寺 

旭 軟 

▼ 3 回戦 

春曰井 

春日井東 

春日井西 

旭 野 

▼準決勝 

春曰井 

春日井西 
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豊中桜緑 
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巧ちこんでしまう性おです 0 

巧きなことを、巧をなだけやつているうちにここまできた。 

面白 t 、な あ、 くや U 、な、うれ U 、なと S つて t 、るうちにここにいた。 

ボ ー M 、っこあれば、夢中になれるポクたちは、きっと天下無窝のをせまなんだ、と思 t 、ます。 


Taitgd 

HSH 3 AD タンゴ 3そ ¥6,000 

■天がを$ ■|1：在はる‘モ»ぃ 

日本リーグ男子な合な 


molten 


株まを社 Wfi - f み 

•ま本れままが a 田区巧)Iけ T 目 5-7 〒巧0 C03-625-758I 巧 
大巧.を古呈.巧罔•にも袖を•化巧•リノ USA •テユッセルト'ルフ W.G. 


新潟選拔说 


長岡高専 ，心崎エ高 
一二条エ高 T 8 長岡大手高 
y 準決勝 

が崎高 巧長岡高専 
雲江南高 二案主局 
▼決勝 

柏崎高パ I ^2新漓江南窩 

〈成年男子1部〉 

▼決勝 


〈成年男子2部〉 

全新潟ぉ fwN 



▼決勝 
福岡大沾 


璧 江 
国 府 
半 田 
東 郷 
蒲 莉 
春日井東 
島 海 

岡晦西 
I 宮女 
旭 軟 

一二 好 

半田商 

若宮商 

西 春 

豊田南 


佐 屋 

安城学園 


九州大 ム 第 1 H 業大 
▼3 位決定戦 

九州産大 沖縄国際大 


<女子〉 

▼予選リーグ 
。 A ブロック 

福岡大 TU 沖縄国際大 
福岡犬 巧琉球大 
福岡大 MI 5. 宮崎大 
琉球大 MI 6 沖縄国際大 
沖縄11際大 T 7 宮崎大 
琉球大 T 6 宮崎大 
OB ブロック. 

福岡教育大 熊本短大 
福岡教靑大 §5— 化 九州女大 
福岡教育大 東海福短大 
福岡教育大 况長崎大 
九州女大 熊ネ短大 
能 i 本短大 東海福短大 
熊本短大 T 9 長崎大 
九州女大 撕 IU 東海福短大 
九州女大 说 — 6 長崎大 
長崎大 東海福短大 
▼決勝リーグ 

福岡大 巧—；2 琉球大 
福岡大 福岡教育火 
福岡大 九州女大 
福岡教育大 化 IU 琉球大 
九州女大 じ—巧 琉球大 
福岡教育大 洲 Is 九州女大 
〔順位〕①福岡大②福岡教育大③ 
九州女大④琉球大 


S 新潟教員 


長岡高専 
〇 B 



半田商 
中を女 
若宮商 
眷日井西 
凹 春 
豊橋西 
豊田南 

▼ 2回戦 
東海女 
緑丘商 
摇 台 

値 屋 

窜城学園 

中京女 

春日井西 

豊橋巧 

▼ 3 圆戦 

東海女 

佐 屋 

安城学園 

春日井西 

▼準決勝 

柬海女 

春日井西 

►決勝 


九州大 巧—別 久窠工大 
九州大 別 — W 宮崎大 
宮崎大 鹿経済大 
宮崎大 別 久留米工大 
久留米工大 巧 鹿経済大 
0 D ブロック 

長崎大 SIW 鹿児島大 
第 I 工業大 對—じ 鹿児島大 
鹿旧ル島大 の福岡工大 
第 I 工業大 長崎大 
長崎大 福岡工大 
第一工業大 福岡工大 
0 E ブロック 

福岡教育大 巧—巧 琉球大 
沖繩国際大 福岡教育大 
福岡教育大 が—2 九州共立大 
沖縄国際大 琉球大 
琉球大 巧 IU 九州共立大 
沖縄国際大 が—の 九州共立大 
。 F ブロック 

東和大 巧 熊本商大 
東和大 TU 長崎絡科大 
東和大 5 IW 熊ネエ大 
長崎総科大 熊本商大 
熊本工大 巧—巧 熊本商大 
長峭総科大 の 熊本工大 
▼準決勝リーグ 

▼ ><ゾ1ン 

福岡大 g—w 九州産大 
福岡大 姑— 7 九州大 
九州産大 の 九州大 

▼ Y ゾーン 

沖純国際大 第 I 工業大 

東和大 第 IH 業大 

東和大 沖縄国際大 

▼ 5位決定戦- 


お海女の 


竹： 


9 春日井西 


※東海女は初優勝。 


化信越 


国がお谓県ず選 


(7 月说日/柏崎工業高校) 

〈みを男子〉 

►1 同戦 


第が回(女子第巧回) 

を丸洲学を還手お I 

(日程場所不明) 

〈男子〉 

▼予選リーグ 

。 A ブロック 

福岡大 が—3 曰 本义理大 

福岡大 お一じ 熊本大 

熊本大 g—w 日妾理大 

九州讓大 西異工大 

九州産業大 糾—巧 大分大 

九州産業大 別 — W 西南大 

大分大 お一始 西桌芙 

西南大 訂 — 2 晒異芙 

西南大 s — 大分大 

。 C ブロック 

九州大 g—w 鹿経済大 
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一機関誌八ンドボール i 
L 「ヨ□□号」 のあゆみ® i 


►第柳号 (1981 年 W 月) 

•韓国で見たハンドボール/新井 
節男 

•第 W 回世界男子選手権アジア予 
選 

•男子世界選手権大会について/ 
境井秀一二 

•第 W 回全国中学校大会 
* 日本リ1グに初の外人選手 
•お日本学生選手権大会 
•強化部会報告 
•各地学生秋季リーグ戦 
•ゲーム中のボ I ルスピードにつ 
いて 

•IHF 審判講智会報告が 

►第挪号 (1981 年り月) 

• ^学生にハンドボールを 
.第％回びわこ国体/広島が9年 
ぶり4回目の優勝 
•全日本学生選手権大会 
•第2回九州小学生大会 
•第22回全日本自衛隊選手権大会 
•各地学生秋季リーグ戦 
•全日本女モ6年ぶりのヨ^ — ロッ 
バ遠征 


►第狐号 (1981 年に月) 

•第お回全日本総合選手権大会 
I 湧水薬品、ジャス n が昨年に 
続き"王者"の座に— 

•第6回日本リーグ後期 

•海外 トピックス 

• TiB がが関東地区で交歓試合 

.プレスル I ム 

•日本のハンドボ J ルゲ！ムの数 
量的み析① 

•昭和巧年度トレーニング•ドク 
ター群報告 

►第測号 (1982 年2月) 

.第3回世界ジュニア選手権/日 
本、残念ながら位に終る 

.第7回フランス男子国際/世界 
選手権に向けてまずまずの手応 
え 

•日本のハンドボールゲームの数 
量的分析② 

•昭和巧年度トレ . ~ニング•ドク 
夕 I 群報告② 

マ第 g 号 (1982 年3月一 

.世界選手権代表決ま 


.全日本男モヨーロッパ転戦報告 
•第3回世界男子ジュニア選手権 
をふり返って/木野実 
•第3回世界女子ジュニア選手権 
•三巡目の国体を考える/安藤純 
光 

•第1回日本リ^~グオ^—ル スタ } 
ゲーム 

• コーチ中央研修会 
•日本のハンドボールゲ}ムの数 
量的分析③ 

•昭和巧年度トレーニング•ドク 
ター群報告③ 

▼第姗号 (1982 年4月) 

•第5回全国高校選な大会 
.第 W 回日韓女子社会人交流/日 
本、全敗を喫す 

•日本ハンドボール協会公認指導 
者資格別登録現況 
•都道府県公認スポーツ指導者登 
録現況 

►第挪号 (1982 年5月) 

•第 W 回世界男子選手権詳報 
•全日本女子ヨ I ロッパ遠征 


•トピックス(立石電機にユーゴ 
2選手加入) 

•第の回全日本女子実業团選手権 
•全日本女子監督に鈴木氏 
•昭和年度事業計画 
.昭和 S 年度補正予算 
•昭和 W 年度予算 

►第舰号 (1982 年 6 月) 

•第8回世界女子選手権アジア予 
選 

•個人の逞しさ不足を反省/竹野 
奉昭 

•日中交流/選手層に厚味を増し 
た中国 

•関東、関西学生が西ドイツ遠征 
•第の回全日本男子実業団選手権 
•スカイプレーを考える/川上整 
司 

•海外トピックス 

►第朋号 (19 8 2 年 7 月) 

* 第7回日本リーグ前期 
•関東学生春季リ I グ戦 

•ミニハンドボールについて/河 

村レイコ/水上 I 
•昭和 W 年度補正予算 
•昭和 W 年度特別会計予算 

▼第加号 (1982 年 8 月) 

•第姑回全日本高校選手権大会 
〔総評〕清水正 
• L •プラハ国際招待 
•昭和 W 年度男子ナショナルチー 

ム 

•昭和&5年ち•.ずナショナルチー 


ム 

•第9回全国教員養成大学研修会 

マ第 W 号 (1982 年9月) 

•第 U 回全国中学校大会を見て/ 
安藤純光/川上整司 
•ニューカレドニア 遠征に同行し 
ての所感/内海倫 
•海外研修を終ぇて/懐塚正一 
•競技規則について/煮藤和夫 
•東日本学生選手権 
.西ドィツ女子チーム来日 
•西日本学生選手権 
•全国クラブ選手権 

▼第那号 (1982 年 W 月) 
•くにびき国体をふり返って/藤 
原忠男 

•くにびき国体熱戦譜 
•くにびき国体總評/化 W 勇喜 
•第の回 IHF 総会報苦/荒川清 

€ 

•第9回アジア大会日本代表メン 
バー決まる 

•第7回日本リーグ後期展望 
/安藤純光 

▼第 W 号 (1982 年り月) 
•アジア競技大会初参加に想ぅ 
/荒川清美 

.第糾回全日本総合選手権大会組 
合せ決まる 

•第7回日本リーグ総評/安藤純 
光 

•第7回日本リーグ後期 
•第：^回全日本自衛隊選手権 
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■JUKI 

Mind&Technology 

JUKI は、を义化を創造します。 

_ JUKI t 朱巧含社干182まま都調ホ巧国領町トト1_電話： (03)480-1 111(代） 

工業用ミシンドパレルシステム機器皮ま厚物機器絮庭巧ミシン是霄製品新廷用品谭子産業装置巧子機器 


•昭和年度関東学生秋季リ！グ 
戟 

•第 W 回 IHF 総会報告 
• ユーゴスラビアに留学して 
/島が護 

▼萬削号 (1982 年に月) 
•アジア大会 
—決勝で中国に苦敗 
—参加選手の声 
•第 S 回全日本学生選手権大会 
.第 W 回日韓ジュニア交流 
•各地学生リ I グ戦 

►第 S 号 (19 8 3年2月) 

•第斜回全日本総合選手権大会総 
評/安藤純光 

.第2回日ネリ I グオ I ルスタ1 
戦 

•第9回アジア大会を戦い終えて 
/竹野奉昭 
• AHF 総会報告 
•日体大ルーマニア遠征記 
•第8回が界女子選手権 
，新しい年のが政•財源について 
/清水正 
•協会告知板 

マ第加号《19 8 3年3月) 

.昭和巧年度全国高校選抜大会組 
合せ決まる 
•男子出場校メンバー 
•かモ出場校メンバー 
•特別原稿/西田啓 
•第回を日本実業団男子卜 I ナ 
メント大会 


.第1回顧問会議開み 
•全日本大会の審判を顧りみて 
•第 9 回アジア大会に参加して/ 
光島磯雄•佐分正典 
.神奈川県高校におけるハンドボ 
—ル実施状お/設楽孝治 

マ第 W 号 (1983 年4 巧) 

•ごみいさつ 

会 長斉藤蓋郎 
専務理事大野金一 
•新執行部決まる 
•第6回全国高校選抜大会 
.公認コーチ養成講習会 
.強化部総会議事録 
.小学生のハンドボール指導にお 
ける一考察/角紘昭 
•昭和郎年度事業計画予定表 

マ第 W 号 (1983 年5 巧) 

•ごあいさつ 

副会長 荒 W 清美 
副会長 武田喜一二 
強化担当理事渡辺慶寿 
•男、女監督決まる 
特別座談会 

関東ジュニア西独研修遠征 
関東、関西学生西独遠征 
.アジア協会理事会報告 
•西ドイツ協会機関誌ょりのレポ 
1卜 

•海外交流ニュース 
.第8回日本リーグ日程表 

▼第 W 号 (1983 年6 月) 

•フランスナショナルチ I ム来日 


決定 

•男-女監督、その決意を語る 
•第糾回全日本実業団選手権 
•第8回日本リーグの話題を探る 
•関東ジュニァ研修訪独旅行を終 
えて/小西、原ほか 
•海外トピックス 
•西ドィツ協会機関誌ょりのレポ 
1卜 

■関東学生春季リーグ戟 I 
•私の新著紹介/新井節男 

▼第測号 (19 83 年 7月) 

•ロサンゼルス•オリンピックア 
ジァ予選、日本開催が決定 
• フランスナショナルチーム紹介 
•昭和郎年度全国高校総体組合せ 
•海外 トピックス 
•第1回国際審判員研修会報告 
•各地学生リ—グ戦 

マ第の号 (1983 年8 月) 

•第8回日本リ I グ前期 

•インテラムニアカップ 

全日本女子ジュニァ初優勝 
•情報化社会にが応しょぅ/小西 
博喜 

•第 4 回全国クラブ選手権 
•拝島中学 W 年間のあゆみ/青木 
徹 

•海外トピックス 

•第 W 回全日本自衛隊選手権大会 

▼第您号 (19 8 3年9 月) 

’皇太子殿下、皇太子妃殿下をお 
迎えして/清水正 


•高校総体‘/中西敬一 
■高校総体戦いの跡 
•フランスチ I ムを迎えて 
•‘日韓ジュニア交流 
•第 4 回世界選手権ジュニア男子 
アジア地区予選を省みて/早 川 
清孝 

•特別グラフ 
愛知インターハイ 
フランスが全日本 

▼第微号 (19 8 3年 W 月) 

•ロサンゼルス •オリンピック 
アジア予選組合せ決まる 
•アジア予選のみどころ 
•第 S 回全国中学校選抜大会 
中学大会雑感 
特別手記 

安慶田中学比嘉和直 
寺井中学 井川邦彦 
•第 5 回東日本学生選手権 
•第の回西日本学生選手権 
.第 W 回を日本教職員選手権 
•素晴らしかったイタリア遠征 

マ第淵号 (19 8 3年り月) 

•第％回あかぎ国体総評 
•第 3 回アジア選手権大会詳報/ 
渡辺慶寿 

•第8回日本リーグ女モ 
.関東学生秋季リーグ戦 

▼第规号 (1983年じ月) 

.ロス•オリンピック、男子出場 
権獲得 

.アジア地区予選を終えて 
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創業 72 年 


中が荷役運輸株式会社 

化表取締役社長中ネ寸昭ホ 
本社干 108東京都避区芝浦 2-3-39 

電話東京 (03) 451-4161( 代） 
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•アジア地区予選戦いの跡 
•全日本学生選手権大会縱評 
•全日本学生選手権大会 

• IHF シン ポジ ユーム 報告 
•第 W 回全国教員養成大学研修会 

•ロスへみんなで 応援に巧こぅ 

►第就号《1984年2月) 

•第お回全日本総合選手権大会 
湧永、堂々の5連勝 
•昭和郎年度公認ハンドボールコ 
1チ研修会報告 

•成果あがった高校生(男子)ハ 
ンドボール研修会 
•審判部合同委員会議事録 

• IHF シンポジユ I ム報告(第 
2回) 

▼第の号(！984年3巧) 

•選抜大会で高校スポーッ界の春 
開く 

•全国高校選抜大会組合せ 
•第8回日本リーグ男子湧永、完 
全優勝で四冠達成 
•全日本総合選手権に優勝して 
•第巧回全日本実業団男子卜！ナ 
メント大会 

•昭和明年度公認ハンドボールコ 
1 チ研修会報告/ィオン•クス 

トンのハンドボール 

‘昭和 S 年度日本体育協会公認ハ 
ンドボールコ—チ養成専門教科 
講智会実施要項 

►第樹号 (1984 年4月) 

•化界の雄•ューゴが来日 


•関東•関西学生選抜ヨーロッパ 
遠征 

•科学研究委員会報告 W 
•IHF シンポジユーム報告饼 
.実戟から見た技術講座 
.海外 トピックス 
. 4 月〜 6 月のイベント 

マ第削号 (1984 年 5 月) 

•さらに飛躍の年度に/大野金一 
•第 7 回全国离校選お大会総評/ 
金原至 

•第 7 回全国高校選お大会全記録 

•イオン、クンストのハンドボー 
レ 

•日〜 7 月のイベント 

▼.第娜号 (1984 年 6月) 

•ロサンゼルス•オリンピック出 
場選手決まる 

•ロサンゼルス.オリンピック派 
遣選手団メンバ I 
•ジャパンカップ W で全日ネ男子 
世界のユーゴに善戦 
•男子ナショナルチーム欧州遠征 
報告 

•海外遠征記録 

•イオン*クンストのハンドボー 
ル W 

* I H F シンポ ジユ ーム 報告；^ 
•第 9 回日本り I グ日程表 

▼第 W 号 (1984 年 7巧) 

•ロサンゼルス•オリンピック組 
合わせ決まる 

•第糾回全日本高校選.•ぶ大会組 


合わせ 

•第な回全日本実業団選手権大会 
•関東、関西高校選抜西ドイツ遠 
征印象記 

.科学研究委員会報告 P A R T n 
•大学春季リーグ戦 

マ第规号 (1984 年 8巧) 

•第9回日本リーグ前期/立石、 
大崎全勝で U ターン 

•イオン•クンストのハンドボー 
ル 

•イワン.スノイのハンドボール 
•IHF シンポジウム 
•国際審對員講習会報告 

▼第挪号 (1984 年 9 月) 

•ロサンゼルスオリンピックを終 
えて/大野金1 

•あらゆる重圧を越えて善戦した 
/渡辺慶寿 
• 日本チ1ム全戦績 
•オリンピック全試合成績•勝敗 
表•日本選手全成績 
•第巧回インターハイ詳報 
浦和実感激の初優勝 < 男子〉 
熊本市立^年ぶりの復活 

►第削号 (19 8 4 年 W 月) 

•全日本男子チ}ム新監督.野田 
清氏に決定 

•第 S 2 回全国中学校大会截いの跡 
•優勝.感激手記神奈川県岩崎 
中学/山口和男 

•第 U 回全国教育養成大学研修会 
報告 


•第 W 回全日本教職員選手権 V 
•第4回全国クラブ選手権 ^ 
•東日本学生選手権 
•西日本学生選手権 

•イオン•クンストのハンドボー 

ル(第6叟 

▼第§号了 984 年り县 

•第9回日本リ I グ 
•インタ I ハイ/全国制覇を果た 
した喜び 
熊本市立/泉涼 
浦和実/上田克彦 
•第の回オリンピック競な大会報 
告書/市原則之 
• U 月〜1月のイベント 

►第挪号 (1984 年じ巧) 

•第9回日本リ J グ最終結果 
.第端回国民体育大会 

•イオン•クンストのハンドボー 

ル(最終回¬ 
-ロサンゼルス五輪レフ エリ I 観 
察の報告 

•各地学生秋季リーグ戦 

►第撕号 (1985 年 2 月) 

•第％回全日本総合選手権 
•第？^回(女子 W 回)全日本学生 
選手権大会 

•第4回日本リ I グオールスタ I 
戦 

•〈巧術講座〉レフユリ}技術に 
ついての反省と回顧 
• S 国が抗.高校生国際親善大会 A 
•各地学生 U \戦《2部な下〉 







ねば o はお張 o 気力は化力 



巧能•効果 


♦溢養強化♦虚弱体質 


i 肉体疲労•病後の体力低下.胃腸障害•栄養障害_ 

•発熱性消铸性疾患•お娠授乳期などの場合の栄妄補給 


キヨ - L が！/ 化。]？の 


W う勇す(製藻： t ホ巧青な 

ごごブ7^ 

« 札幌01 1(747)2166 * 東ま03 (293) 3351■を古屋 052(97 1 )5901 
• 大阪 06(458) 8901 ■広島 082(264)41 16 * 福岡 092(481 )7382 


マ第规回 (1985 年 3 月) 

.第8回全国高校選お大会晴れ 
の代表校決まる/. 

•競技規則改正について/ルール 
研究委員会 

.〈特別寄稿〉一線防御型 (61 
〇〉における攻撃の展開 

►第淵号 (1985 年 4 月) 

•速報第8回全国高校選抜大会 

•ごあいさつ\会長-斎藤英四郎 
/専務理事•大野金一 

■昭和 WW 年度常務理事職務分 
掌 

.世界選手権 B グループ柬ドィ 
ッ快勝 

.第 W 回を日本男子実業団卜 I ナ 
メント大会 

. これからの体カトレ}ニングを 
考える/渡辺慶寿 

•日本ハンドボールお編集委だょ 
り 

•審判部合同議事録 

▼第撕号 (1985 年 5 月) 

•第8回全国高校選抜大会 

.アメリカで 学んだ こと/渡 辺慶 
寿 

•日本ハンドボールお編集委だょ 
り 

•日本リ I グ前期日程 

•ジュニアヨーロッパ遠征 

►第 W 号 (1985 年 6月} 

.昭和 W 年度日本協会各委員会 

•日中国際親善大会全日本男子 


デビュー戦飾れず 
•アメリカで学んだこと③/渡辺 
慶寿 

•チュンチェンカップ報告 
.ホンコン国際報告 
•日本ハンドボール史編集委だょ 
り 

.昭和 W 年度各都道府県協会役員 

▼第 W 号 (1985 年7月) 

•大同特殊鋼選手の不祥事につい 
て 

•第 g 回全日本実業团選手権 
•関東学生春季リ I グ戦 
•アメリカで 学んだこと(最終会) 
/渡辺慶寿 

>’第维マ (1985 年8月) 

.第9回世界学生選手権大会報告 
/日本は2位/ 

•第 W 回日本リーグ前期/湧、氷、 
立石が首位で祈り返す 
•国際レフェリーシンポジウム報 

告 

►第 W 号 (1985 年9巧) 

•第％回インターハイ 
•第 U 回インテラムニアカップ 
日本女子ジュニア健闘、強敵 
相手に第3位に 
.全日本男子アメリカ遠征報告 

▼第撕号 (1985 年 W 月) 

•第 w 回全国中学校大会 
.第？ S 回全日ネ教職員選手権 
.第5回全国クラブ選手権 


•第^回全国离専大会 
•第。回全国教員養成大学研修会 
報告 

•東日本学生選手権 
•西日本学生選手権 
•お年度日韓ジュニア交流競技会 
•第 W 回日本リーグ後期日程表 

▼第撕号 (1985 年り月) 

•第 U 回男子世界選手権大会アジ 
ア地区第 i 次予選/日本世界選 
手権出場梅を得られず 
•各地で"ちびっこ"の交流の輪 
ろに力る 

.ナショナル チ ーム 監督の選考方 
式に具体的基準を持ち込む考え 
方 

* エッセン チ！ ムから学んだ こと 
•国際レフェリーシンポジウム報 

告 n 

y 第 W 号 (1985 年に 月) 

•速報/第 W 回日本リーグ、第挑 
回全日本学生選手権 
•第が回国民体育大会 
•第5回女子 ジュニア 世界選手権 
大会 

* 国際レフェリーシンポジウム報 
告の 

•各地学生秋季リーグ戦結を 
•璋言 

▼第靴号 (1986 年 2 月) 

.第？^回全日本総合選手権 
•第5回世界 ジュニア 男子選手権 
•第 W 回日本リ！グ詳報 


.第挑回(女.，，引回)全日本学生 
選手権 

•ナセオニア選手権大会参加報告 

•璧旨 

平第^号 (1986 年3月) 

•第9回全国高校選抜大会組合せ 
•第^回全国実業西卜 I ナメント 
大会/一一一景昨年の屈辱晴らし優 
勝 

•昌文女子高校招待日韓高校交 
歓交流を終えて/原信雄 
.< 特別寄稿〉最近の西ドィツの 
学生事情に思ぅ/小西博喜 
.国際レフエリー •シンポジウム 

報告光島磯雄 
•レフユリ！レポート/斉藤実 
/千野恒夫 

マ第测号 (1986 年4月) 

•第9回を国高校選抜火会速報' 
.男子ナショナル遠征報告 
•第 U 回世界男子選手権 
•ハンドボールプレーヤ I の体力 
に関する横断的研な 〈トレー ニ 
ングドクタ I 群〉 

•小西博喜氏の西ドィツ通信 
•男子ナショナル監督、野田氏が 
復帰 
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^シュ—卜を見せてほし I 、 

培みがけ部エッジの傾斜が、スパイラルソールが、そしてがゲルが、果なな攻 E を巧能にする。 
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び組 
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アシックスは 

才ンピックキゎンペーンの 
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a 脱. 

ATHLETIC SHOES 
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ちっと大さな声で 
夢を語りあいたいな 


夢を語るときの瞳は、 

いつもキラキラ輝いています。 

夢を、未来を、カタチに変える、 

そんな新時代への冒険'むを 

大同特殊綱は大切じしたいと思います。 

夢を語りあいたい……あなたと。 


"^义同特殊飾 


本社干460名古屋巿中区錦！- II - 18 (興銀ビル) 
TEL か 52) 20 I -5 III 
支社東京，'支店大阪 
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アジア八ンドボ—ル選手権大会 
を成巧させよラが： 

—第 B 回男子•第吕回女子アジア八ンドボール選手権大を 
兼バルセロナオリンピックアジア地区そ選— 

百程】-九九 I 年八日 ：I I 十二日粥〜九弓曰间 
(大食衾場】広島サンプラザ • 広島巧東医スポ l ^^センタ l 

㈱ 曰本八ンドボ—ル協を 
広島県八ンドボ—ル協舍 






煤田淳子は、東洋証券が、 
巧きになっちゃったみた L 、です0 
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